
令和4年度 群馬県退職校長会
「ぐんま教育の日」推進大会 次第

○ 期 日   令和 4年 11月 19日 (土 )

13:00～ 15:45

0 会 場   前橋市第ニコミュニティセンター・ホール

○ 日 程
全体進行 :教育の日委員会副委員長  中島 啓元

1 開会行事

(1)開会のことば  教育の 日委員会委員 武藤 哲也  13:00～

(2)主催者あいさつ  ・群馬県退職校長会会長   松井 和夫

(3)来賓祝辞    0群 馬県教育委員会教育長  平田 郁美 様

・一般財団法人

群馬県教育振興会会長   菅原 英直 様

(4)来賓紹介    教育の 日委員会委員     片山 哲也

2 講演                        13:30-
「今後の部活動の方向性について 一 持続可能な部活動 とは ?― 」

講師 :京都大学理事・前スポーツ庁次長    串田 俊巳 先生

(1)講師紹介 教育の日委員会委員長 串田 昭光

(2)講 演

(3)謝 辞            松井 和夫

～  休  憩  ～

3 実践事例発表会                  14:50～
(1)地域連携の推進に関する実践事例

0伊勢崎市立境采女小学校       校長 青野 和彦 先生

地域 と連携・協働 した人づくり
～伊勢崎学府制の取組 と通 して～

・群馬県立高崎商業高等学校      校長 小林  努 先生

商店街プロモーション 「にじいろ」
～セ レク トショップ発 中心市街地で見つけたイチオシ商品～

(2)講評                       15:30～
群馬大学大学院教育学研究科 客員教授 平林  茂 先生

4 閉会行事

(1)閉会のことば  教育の日委員会委員 武藤 哲也  15:40～



令和4年度「ぐんま教育の日」推進大会開催要項

1 目 的  本大会は、学校関係者のみならず県民の教育への関心や教育尊重の気
運を高め、「ぐんま教育の 日」の一層の充実・推進、並びに、市・町・

村 「教育の日」の制定・推進に寄与することを目指す。

2 趣 旨  群馬県退職校長会は、教育に対する県民の理解 と関心を深め、学校・

家庭及び地域社会相互の連携・協力の下に、県民全体でぐんまの未来を
担 う子 どもの教育を支える取組の契機 とするため、「ぐんま教育の 日」
を推進する。

「ぐんま教育の日」は、平成 19年 4月 1日 から施行 され、本大会で
は、地域連携の推進の基盤づ くりやその充実を目指 した取組を行つてき
ている。

「みんなで考え語 り合い、支え育む『群馬の子 どt)』 一輝 く群馬の人
づくりをめざして一」のスローガンの下、グローバル化、情報化などの
進展により急激に変化する社会を主体的にたくましく生きることのでき
る子 どもたちを育成するために、学校・家庭 。地域・行政や関係団体の
連携・協働による教育の在 り方等について追究 し共通理解を図る。

3 期 日 令和 4年 11月 19日 (■1) 13:00～ 15:45

4 会 場  前橋市第ニコミュニティセンター (前橋市総合教育プラザ併設 )

前橋市岩神町三丁目1-1

5 主 催    ・群馬県退職校長会
共 催    。一般財団法人群馬県教育振興会

・群馬県小学校長会
・群馬県中学校長会
・群馬県高等学校長協会
・群馬県高等学校退職校長会
・群馬県 PTA連 合会
・群馬県高等学校 PTA連 合会

後 援    ・群馬県教育委員会
・群馬県市町村教育委員会連絡協議会

6 参加対象者  ・群馬県退職校長会
・ 一般財団法人群馬県教育振興会関係者及び加盟 21団体
・市町村教育委員会関係者及び教育機関関係者等

○全体進行 :教育の日委員会副委員長

00～

(2)講演  「今後の部活動の方向性についてJ     13
講師 :京都大学理事 。前スポーツ庁次長   串田 俊
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(3)実践事例発表会
○地域連携の推進に関する実践事例

。伊勢崎市立境采女小学校      校長 青野 和
・群馬県立高崎商業高等学校     校長 小林 努

○講 評 15
群馬大学大学院教育学研究科 客員教授 平林 茂

(4)閉会行事
①閉会のことば   教育の 日委員会委員     15
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